
平
成
二
十
年
三
月
十
日
提
出

質
問
第
一
五
七
号

国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

設
立
経
緯
、
趣
旨
、
活
動
内
容
等
、
国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
で
あ
る
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
い
。

二

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
直
近
十
年
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
対
し
て
国
交
省
か
ら
の
助
成
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
な
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
右
が
同
機
構

の
収
入
に
占
め
る
割
合
は
い
く
ら
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
対
し
て
、
道
路
特
定
財
源
を
原
資
と
し
た
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
か
。
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
右
が
同
機
構
の
収
入
に
占
め
る
割
合
は
い
く
ら
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
八
年
三
月
七
日
付
の
新
聞
報
道
で
は
、
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
役
員
・
管
理
職
の
三
十
人
が
、
二
〇
〇
三
年

度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
の
職
員
旅
行
費
の
約
半
分
に
あ
た
る
千
五
十
万
円
を
同
機
構
に
返
還
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
機
構
に
お
け
る
職
員
旅
行
（
以
下
、
「
職
員
旅
行
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
額
及
び
費

用
負
担
先
等
を
国
交
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

六

「
職
員
旅
行
」
は
年
何
回
行
わ
れ
て
い
る
か
。

一



七

五
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
職
員
旅
行
」
に
参
加
す
る
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
職
員
の
自
己
負
担
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

八

七
が
事
実
で
あ
る
の
な
ら
、
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
は
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

九

「
職
員
旅
行
」
は
い
つ
か
ら
七
の
様
な
形
で
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
か
。

十

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
「
職
員
旅
行
」
に
か
か
る
経
費
は
年
間
い
く
ら
か
。
ま
た
、
右
の
費
用
は
同
機
構
に

お
い
て
ど
の
様
な
予
算
項
目
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
か
。

十
一

「
職
員
旅
行
」
が
七
に
あ
る
様
に
、
職
員
の
自
己
負
担
が
ほ
と
ん
ど
な
い
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
を
国
交
省
は
い
つ
か

ら
把
握
し
て
い
た
か
。

十
二

国
交
省
は
十
一
の
「
職
員
旅
行
」
の
実
態
を
把
握
し
た
時
点
か
ら
こ
れ
ま
で
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
対
し
て
何
ら

か
の
指
導
を
し
た
か
。

十
三

五
の
新
聞
報
道
で
は
、
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
役
員
・
管
理
職
の
三
十
人
が
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度

の
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
の
約
半
分
に
あ
た
る
千
五
十
万
円
を
返
還
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
半
額
の
返
還
な
の

か
、
そ
の
根
拠
を
国
交
省
は
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

二



十
四

五
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
は
国
交
省
か
ら
計
二
十
五
名
が
天
下
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
右
二
十
五
名
の
氏
名
並
び
に
退
職
時
の
官
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
五

五
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
十
四
の
二
十
五
名
の
一
人
で
あ
る
鈴
木
道
雄
元
建
設
省
事
務
次
官
が
辞
任
届
を
出
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

十
六

十
五
が
事
実
な
ら
ば
、
鈴
木
元
事
務
次
官
が
辞
任
届
を
出
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
七

鈴
木
元
事
務
次
官
に
対
し
て
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
か
ら
退
職
金
は
出
さ
れ
る
か
。

十
八

十
七
で
、
鈴
木
元
事
務
次
官
に
対
し
て
退
職
金
が
出
さ
れ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
適
切
か
。
国
交
省
の
見
解
如
何
。

十
九

十
四
の
二
十
五
名
の
内
、
「
職
員
旅
行
」
に
参
加
し
た
者
は
何
人
い
る
か
。

二
十

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
は
国
交
省
所
管
の
法
人
で
あ
り
、
事
業
内
容
等
は
公
共
性
を
強
く
帯
び
た
も
の
で
あ
る
と
承

知
す
る
。
ま
た
、
同
機
構
の
収
入
に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
五
の
新
聞
報
道
に
あ
る
様
に
、

本
来
の
同
機
構
の
事
業
と
は
関
係
の
な
い
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
、
同
機
構
の
収
入
で
ま
か
な
う
こ
と
は
、

極
め
て
不
適
切
で
、
何
ら
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
同
機
構
の
役
員
・
管
理
職
は
半

額
の
千
五
十
万
円
で
は
な
く
、
全
額
を
返
還
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
交
省
の
見
解
如
何
。

三



二
十
一

「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
と
い
う
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
国
交
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


